
共用メールアドレスの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ID/PWの共用 

・ 同時にブラウザをいくつ使っても利用することができる。 

・ ラベルを自動／手動で仕分けられフィルタなどが可能。 

・ 受信メールは誰かが一読すると既読になるので運用上は注意が必要。 

 

STEP１ 切り替え作業（説明会説明資料日程①～⑤） 

 代表者 1人が実施する。 

 

SETP２ 過去メールデータの保存 

（A） Gmailセンターへ保存しない場合 

作業は発生しない。 

 

（B） Gmailセンターへ保存する場合 

各利用者が Gmailセンターへ保存する。 

利用者 X0：送信メール／受信メール／アドレス帳→Gmailセンターへ 

利用者 X1： 同上 

利用者 X1： 同上 

※ ツールで重複を排除されますが利用者による確認が必要です。 

 

詳細は「データ保存場所変更手順書」を参照下さい。 

http://www.med.teikyo-u.ac.jp/~support/index.htm 
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【前提】:メールアドレス    

xy@med.teikyo-u.ac.jp 

利用者 代表：X0 

＃１：X1 

＃２：X2 

http://www.med.teikyo-u.ac.jp/~support/index.htm

